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1.事業活動の内容 

(1) 事業者名及び代表者名 

事業者名  株式会社イズミ 

代表者名  代表取締役 藤森 政紀 

(2) 所在地   

東京都町田市小山ヶ丘２－２－５ 

(3) 環境管理責任者及び担当連絡先 

責任者  代表取締役   藤森 政紀 

担当者  環境事業部   渡辺 満也 

連絡先  電話 042-798-7011 FAX 042-798-1500 

E-mail  rokakiya@izumi-co.com 

(4) 事業内容 

『プール水、浴水、雨水、中水、井水等の水処理用節水、省エネ型濾過装置』及び 

『防災、減災対策製品』の企画、設計、販売を業とする 

 

水処理部門 

・省エネ、節水型濾過機の企画設計販売 

・銀イオン殺菌装置設計販売 

・特殊濾過材の販売（自然石） 

環境部門 

・災害・停電時にも消えない LED 無停電照明装置 

『消えないまちだ君』の企画、販売 

・LED 照明器具の販売、施工 

・各種施設の動力設備インバータ運転システムの販売 

保守部門 

・濾過機の保守メンテナンス 

・修繕 

・改修工事 

 

(5) 許認可関係 

一般建設業 管工事業  東京都知事許可（般-2）第 101686 

  電気工事業  東京都知事許可（般-2）第 101686 

登録電気工事業者  東京都知事届出 第 228550 号 

 

(6) 事業規模（２０２２年５月～２０２３年４月期） 

売上高     ２０,１５０ 万円 

従業員数 ９ 名 

事業所  ２９０ ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:rokakiya@izumi-co.com
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2.登録・認証の範囲、及び期間 

(1) 範囲：全社 濾過装置・防災・減災対策製品の企画・設計・販売 

(2) 期間：20２２年 5月 1 日～20２３年 4月 30 日 

(3) レポート発行日：20２３年７月２８日 

(4) 次回レポート発行予定：20２４年６月頃 

 

3.環境理念 

基本理念 

株式会社イズミは『かけがえのない地球を永遠のものとするために』自然に学び、自然と

共存することを基本姿勢に水処理と環境の分野で常に新しい発想と独創的な技術を取り入

れ一歩先を行く環境のパイオニアとして、快適で安全な社会環境の実現を目指し、地域環

境、地球環境の改善と保全に必要な価値ある技術を提供し、その普及に務めることを基本

理念とする。 

 

４.環境経営方針 

A 事業活動を通じての環境経営方針 

地域環境・地球環境の改善と保全には、自社技術により開発する装置（ＣＯ２削減装置、

省エネ型濾過装置）を普及させることが最優先かつ効果的方法であるという自信と信念を

持ち、事業活動を続けることにより環境改善に貢献する。 

 

B 自社内での環境経営方針 

(1) 事業活動を通じ環境に有意な影響を与える事項を的確に捉え、技術的、経済的に可能

な範囲で環境経営システムを構築継続して、環境保全に取り組み環境汚染の予防に努

める。また自社技術を通じ水環境の汚染予防防止とＣＯ２削減に貢献する。 

 

(2) 環境経営目標及び経営計画として重点項目を設定し活動を行う 

①エネルギー資源の省エネ推進で二酸化炭素排出の削減 

②水資源の使用量削減及び排出量の削減 

③一般廃棄物の分別とリサイクルの推進 

④エコマーク商品購入の推進 

 

(3) 環境関連法規、条例の尊守 

 

(4) 継続的改善 

  定期的に達成度を確認し、その見直しを図る。これにより、環境保全のための継続的

改善および汚染の予防に努める。 

 

 

20２２年６月１日 

株 式 会 社 イ ズ ミ 

代表取締役 藤森 政紀 
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実行グループ① 

電気 

実行グループ② 

車、化学物資管理 

実行グループ③ 

廃棄物 

実行グループ④ 

水、エコマーク商品 

5.エコアクション２１実施体制 

                                20２２年４月２６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行グループの役割 

 

実行グループ① 渡辺、高瀬 

目 的：電気量、都市ガス量の削減 

実施内容：照明未使用箇所の消灯 

エアコン設定温度確認（冷房２６℃、暖房２２℃） 

 

実行グループ② 木下、西井 

目 的：ガソリンの使用量削減、及び化学物質（保管分）の管理 

実施内容：最短・最適ルートの選択、エコドライブの推進、車両の点検整備 

     化学物質使用料の確認、管理 

 

実行グループ③ 齋藤、齋藤ひ 

目 的：一般廃棄物排出量の削減 

実施内容：分別排出、金属類のリサイクル、コピー用紙の裏紙利用、 

シュレッダーごみの再利用 

 

実行グループ④ 岡部 

目 的：水資源の使用量削減、エコマーク商品の積極的購入活用 

実施内容：節水、エコマーク商品への変更 

 

 

 

 

 

 

 

社 長 

環境管理責任者 
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環境経営システム 役割・責任・権限表 

 

 

  役割・責任・権限 

代表者（社長） 

  

  

  

  

  

  

・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、 

 技能、技術者を準備 

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境経営目標・環境経営計画書を承認 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

・環境経営レポートの承認 

・経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 

  

  

  

  

・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認 

・環境経営目標・環境経営計画書を確認 

・環境経営計画の取組結果を代表者へ報告 

・環境経営レポートの確認 

環境事務局 

  

  

  

  

  

  

  

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局 

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成 

・環境経営計画の実績集計 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成 

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境経営レポートの作成、公開（事務所備付けと地域事務局への送付） 

全従業員 

  

  

実行グループ① 

実行グループ② 

実行グループ③ 

実行グループ④ 

環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

 

電気量、都市ガス量の削減 

ガソリンの使用量削減、及び化学物質（保管分）の管理 

廃棄物排出量の削減 

水資源の使用量削減、エコマーク商品の積極的購入活用 
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6.環境経営目標（20２2 年度及び次年度以降） 

 

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、2022 年度の東京電力 調整後排出係数：0.376kg-CO2/kWh を使用しています 

※基準年は 2017年度 

※2023 年度以降の電気、都市ガス、ガソリン、水使用量の目標値は、今年度、昨年度実績を基にコロナ対策への継続的な措置を 

踏まえ設定しています 

※取扱商品販売による CO2 排出量削減は、現況の市場動向を考慮し設定を見直しました 

※ただし、二酸化炭素総排出量は、基準年 2017 年より削減する目標設定となっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
201７年度 

(基準年) 
２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 

取扱商品販売による 

社外省エネ推進 
10 件以上 13 件以上 14 件以上 14 件以上 15 件以上 

取扱商品販売による 

CO2 排出量削減 

( kg-CO2) 

 

43,609 

 

基準年より 

△40.6％ 

25,931 

2022 年度の 

目標△31.8% 

17,687 

2022 年度の 

目標△14.8% 

22,109 

2022 年度の 

目標 2.3% 

26,531 

二
酸
化
炭
素
排
出
量 

電力( kwh) 

 

14,322 

基準年より 

1.1% 

14,500 

2022 年度の 

目標 4.8% 

13,800 

2022 年度の 

目標 4.8% 

13,800 

2022 年度の 

目標 6.2% 

13,600 

ガソリン( L) 

 

10,964 

基準年より 

△6.0% 

10,300 

2022 年度の 

目標 0.5% 

10,250 

2022 年度の 

目標 1.0% 

10,200 

2022 年度の 

目標 1.5% 

   10,150 

都市ガス 

( m3) 

 

2,727 

基準年より 

21.0% 

3,300 

2022 年度の 

目標 3.0% 

3.200 

2022 年度の 

目標 6.0% 

3,100 

2022 年度の 

目標 9.0% 

3,000 

総排出量 

( kg-CO2) 

 

38,365 

基準年より 

△２.4% 

37,419 

基準年より 

△6.4% 

35,881 

基準年より 

△7.3% 

35,549 

基準年より 

△8.4% 

35,142 

一般廃棄物排出量(t) 0.251 0.253 0.25３ 0.25２ 0.25２ 

水 使 用 量 31㎥以下 ２８㎥以下 ２８㎥以下 ２８㎥以下 ２８㎥以下 

エコマーク商品購入 ６件以上 9 件以上 ９件以上 9 件以上 １０件以上 

化学物質(保管分) 管理 ― ― ― ― 
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7.環境経営計画 

 

環境目標 環境活動計画 担当 

取扱製品販売による 

社外省エネの推進 

・LED 無停電電源装置、LED 照明等の 

販売促進 
全員 

取扱商品販売による 

CO2 排出量削減 

・LED 無停電電源装置、LED 照明等の販売 

  による CO2 排出量削減 
全員 

電気使用量削減 
・未使用照明の消灯 

・未使用機器の電源切 実行グループ① 

都市ガス使用量削減 ・エアコン設定温度確認 

ガソリン使用量削減 

・最短、最適ルートの選択 

・エコドライブの徹底 

・車両の点検整備 

実行グループ② 

一般廃棄物排出量削減 

・分別排出 

・コピー用紙の裏紙利用 

・金属類リサイクルの徹底 

・シュレッダーごみの再利用 

実行グループ③ 

水使用量削減 
・水使用時の水量調整 

・洗い物のまとめ洗い 実行グループ④ 

エコマーク商品購入推進 ・購入時エコマーク商品の選択 
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8.環境経営目標の取組結果 

 

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、2022 年度の東京電力 調整後排出係数：0.376kg-CO2/kWh を使用しています 

※基準年は 2017年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
201７年度 

(基準年) 

２０２2 年度 
結果 

目標 実績 

取扱商品販売による 

社外省エネ推進 
１０件以上 13 件以上 14 件 ○ 

取扱商品販売による 

CO2 排出量削減 
43,609 

基準年より 

△40.5% 

25,931 

15,034 × 

二
酸
化
炭
素
排
出
量 

電力( kwh) 14,322 

基準年より 

1.2% 

14,500 

14,030 ○ 

ガソリン( L) 10,964 

基準年より 

△6.0% 

10,300 

9,399 ○ 

都市ガス 

( m3) 
2,727 

基準年より 

21.0% 

3,300 

2,754 ○ 

総排出量 

( kg-CO2) 
38,365 

基準年より 

△２.5% 

37,419 

３3,031 ○ 

一般廃棄物排出量(t) 0.251 0.25３ 0.252 ○ 

水 使 用 量 3１㎥以下 ２８㎥以下 ２５㎥ ○ 

エコマーク商品購入 6 件以上 ９件以上 ９件 ○ 
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9.環境経営計画の内容と評価、および次年度の環境経営計画 

(1)今年度環境経営計画の内容と評価 

○…良好、×…未達成 

環境目標 今年度環境経営計画内容 評価 備考 

取扱製品販売による 

社外省エネの推進 

・LED 無停電電源装置、 

LED 照明等の販売促進 

○ 
目標達成 

取扱商品販売による 

CO2 排出量削減 
・LED 無停電電源装置、 

LED 照明等の販売 

による CO2 排出量削減 

× 目標未達成 

コロナの影響により、自治体の予算

の削減、計画の中止・延伸等が継続

しており、目標未達となった 

電気使用量削減 
・未使用照明の消灯 

・未使用機器の電源切 

○ 
目標達成 

○ 

ガソリン使用量削減 

・最短・最適ルートの選択 

・エコドライブの徹底 

・車両の点検整備 

○ 

目標達成 ○ 

○ 

都市ガス使用量削減 ・エアコン設定温度確認 ○ 目標達成 

一般廃棄物排出量削減 

・分別排出 

・コピー用紙裏紙利用 

・金属類リサイクルの徹底 

・シュレッダーごみの再利用 

○ 

目標達成 
○ 

○ 

○ 

水使用量削減 
・水使用時の水量調整 

・洗い物のまとめ洗い 

○ 
目標達成 

○ 

エコマーク商品購入推進 ・購入時エコマーク商品選択 ○ 目標達成 
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(2)次年度の環境経営計画 

 

前年度取組を継続し、改善可能な件は都度取り組んでいく 

環境目標 次年度環境活動内容 

取扱製品販売による 

社外省エネの推進 

・引き続き顧客開拓と販売促進に努める 

取扱商品販売による 

CO2 排出量削減 

・コロナの影響による予算の削減、計画の中止・延伸がまだ続くが、 

重点案件に注力し、取扱商品販売による CO2 排出量削減に努める 

電気使用量削減 ・前年度取組の継続 

ガソリン使用量削減 
・前年度取組の継続 

・可能な場合は公共交通機関を利用する 

都市ガス使用量削減 
・コロナ対策としての窓開け換気と熱中症予防を推進しつつ、室内温度変

動を抑制し、更なる電気・都市ガス使用量削減に努める 

一般廃棄物排出量削減 

・前年度取組の継続 

・再利用可能なものは再利用する 

・事務用品、消耗品等で詰替可能なものは詰替用を購入し、 

廃棄物減量に努める 

水使用量削減 ・引き続き節水を心がける 

エコマーク商品購入推進 ・購入時エコマーク商品選択を心がける 

 

 

10.環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

名称 要求事項 環境管理責任者による遵守評価 

廃棄物処理法 

廃棄物排出の際の適正処理 

産業廃棄物発生時はマニフェストの発行、 

保管 

通常事業系一般廃棄物で分別排出を 

実施 

テクノパークセンタービルの一般廃棄

物は組合事務局が管理している 

下水道法 

温度 45℃未満 

鉱油類含有量 1Ｌつき 5mg 以下 

動植物油脂類含有量 1Ｌにつき 30mg以下 

pH5 超 pH9 未満 

手洗いと水洗トイレのみ（本社） 

pH と残留塩素（自主基準）の確認 

（配管洗浄作業現場） 

消防法 

危険物の貯蔵等 

消火器、避難通路の表示 

消火器、消火栓の点検管理 

製品洗浄のためのアセトンを少量保管 

消火器、消火栓、避難通路の配置図を作

成し従業員に配布 

消火器、消火栓の点検管理は外部へ委

託、実施確認済 

 

環境関連法規に関しての違反はない 

また外部からの訴訟の有無につき、環境管理責任者により調査・確認を行ったところ創立より

今日に至るまで訴訟はないことが確認された 

上記関連法規の確認日：２０２３年６月１２日 

確認者：環境管理責任者 藤森 政紀 
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11.代表者評価 

 

2008 年のエコアクション 21 認証取得以来、全従業員が省エネに対する意識を持って 

業務に取組んでおり、会議等を利用し継続して省エネ教育を実施している 

 

今年度は、コロナ対策としての窓開け換気と熱中症予防が続く中、前年度未達成だった電気・

都市ガス使用量についても目標を達成することができた 

また、前年度に続き、二酸化炭素総排出量も目標達成をしている 

今後もにコロナ対策が継続的な課題になると考察される中、室内温度変動を少しでも抑制し、

更なる電気・都市ガス使用量削減に努めていく 

ただ、取扱商品販売による CO2 排出量削減が前年度に続き未達成となった 

コロナの影響等による予算の削減、計画の中止・延伸等がまだ続くが、重点案件に注力し、 

取扱商品販売による CO2 排出量削減に努める 

 

来年度以降の電気、都市ガス使用量の削減計画は、今年度、昨年度実績を基にコロナ対策等 

への継続的な措置を踏まえ設定する 

取扱商品販売による CO2 排出量削減においては、現況の市場動向を考慮し設定をする 

ただし、二酸化炭素総排出量は、基準年 2017 年度より削減するよう目標設定する 

 

2017 年度版に対応した環境経営計画の運用については特に問題はなく、円滑に進めることが 

できている 

 

今後も各自治体・民間施設への拡販、及び LED 照明器具等の販売活動を通じて、水銀灯から

LED への切り替えによるＣＯ2 の削減、水銀汚染の防止等、環境配慮に努めていく 

 

２０２３年 6 月１２日 

株 式 会 社 イ ズ ミ 

代表取締役 藤森 政紀 


